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《構内・バック事故の根絶》
視る・待つ・止まる 構内における 三原則

●いつもの場所でも、周囲の状況はいつもと違うかも？
○慣れた場所であっても、周囲の状況を必ず目視確認

●バックで進入する場所は、事前に自分の目でよく視る
○不可能な場所を除き、目視で確認していない場所へ、バック進入しない

進む先に、ぶつかる物がないのか、事前に視ておく必要があります

●作業終了後、運転席に乗り込む前に、自車の状況を確認する
ユニック・ダンプ・ウイングなど･･･
格納を忘れたまま発進し、電線やシャッターへの衝突事故が多い
発進する前に、ミラーを確認(アンダーミラーも）、自車の周囲の確認を

★構内での事故は、高額賠償の可能性 あせらずしっかり確認する

漫然運転、居眠りに注意しましょう 2時間走行15分休憩

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

深夜１時 横断歩道や信号のない市道
54歳の女性、トラックにはねられ死亡

◇横断歩道のない場所･･･「渡ってくるかもしれない」 かもしれない運転で、事故防止◇
◇夜間、ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２６／５／２６（火） ８：３０
２６日午前０時５５分ごろ、岡山県の市道で女性（５４）がトラックにはねられ、病院に運ばれましたが、全身を強

く打つなどし約１時間２０分後、死亡が確認されました。トラックを運転していた男性（３１）にけがはありません
でした。女性がはねられた現場は横断歩道や信号機はなく、警察は事故の原因を調べています。

つえを持って横断していた90歳男性
トレーラーにはねられ死亡
信号も横断歩道もない国道の直線

◇横断歩道のない場所･･･「渡ってくるかもしれない」 かもしれない運転で、事故防止◇
◇歩行者を見落とさないように気を付けましょう ◇

◇デイ・ライトで知らせよう・・・自分の車の存在 事故防止◇
２０２６／５／２６（火） ６：１５

２５日午前９時１５分ごろ、鹿児島県の国道で、道路を左から歩いて横断していた男性（９０）が、トラック運
転手男性（４２）のトレーラーにはねられ、搬送先の病院で間もなく死亡しました。死因は出血性ショック。警察
によると、現場は信号機や横断歩道のない、片側２車線の直線。ブレーキ痕はなかった。９０歳男性はつえを持っ
て歩いていたとみられる。搬送時は意識があり、右足を骨折していた。運転手は勤務中で２０トンのトレーラー
で飼料を運んでいた。けがはなく、自ら１１０番した。

正午 「天気がよかったので、飲んでしまった」
運転しながらビールを飲んだか

酒気帯び運転の疑いで会社員の男、現行犯逮捕
「一瞬の判断が、一生の後悔に 飲酒運転は絶対にダメ 」

「飲酒運転は命を奪う あなたの未来を守るために、絶対にしない」
２０２６／５／２５（月） １９：１８

２５日正午ごろ、福岡県にある制限時速３０キロの市道で、警察がレーダーで速度取り締まりを行っていたところ
、速度違反の乗用車を発見しました。警察官が停車を求め男の呼気を調べたところ、基準値の３倍を超えるアル
コールが検出されたため、酒気帯び運転の疑いで会社員の男（４７）を現行犯逮捕しました。警察によりますと、
男は、買い物を終えて自宅へ戻る途中で、車内には飲みかけのビールもあったということです。取り調べに対し
、男は「２５日午前０時くらいまで自宅でビールの５００ミリリットル缶を６本くらい飲んだ」、「運転しながらビー
ルの５００ミリリットル缶を半分ほど飲んだ」、「天気がよかったので飲んでしまった」などと話し、容疑を認め
ているということです。


